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樹冠抵抗の相違と水深変化が高木群落内の流速分布

に与える影響に関する実験的研究 
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１、はじめに 

これまで河川植生は、河積の減少や流れの阻害要因

となるため、洪水時の安全への配慮から排除されてき

た。しかし、河川法の改正などにより水域環境への関

心が高まるとともに、河川植生の利点も注目されるよ

うになってきたため、現在では河道内の植生を積極的

に保持、利用していくことが求められている。 

そこで本研究では河道内で流水抵抗の大きい高木群

落に着目し、樹冠抵抗の異なる 3 種類の樹冠模型を用

いて実験を行い、群落下流端付近の流速分布の遷移な

どから流れ場への影響を検証するものとする。 

 

2、 実験装置および方法 

 実験には全長 16m、水路幅 50cm、水路勾配 1/1100

の水路を用いた。水路上流部には水の流入を容易にす

るためにベルマウスを設置し、下流端には水路の水位

を調整するために高さを変化できる堰を設置した。植

生模型は、樹冠部と幹部に分けて作成した。樹冠部は 3

種類あり、まず抵抗の大きいプラスチック製透水材の

模型（写真-1：植生模型 A）。次に竹串を 2.5cm間隔で

設置して作成した樹冠模型（写真-2：植生模型 B）。そ

して最後に竹串を 5cm間隔で設置した樹冠模型（写真

-3：植生模型 C）を作成した。幹部は木製円柱を 100

本/m2で設置した。 

本研究ではまず等流実験を行う。水路下流端から 7m

の区間に植生模型を設置し、下流端から 4m地点で流

速を測定した。流速の測定には L型の電磁流速計を用 

写真-1 植生模型 A 

写真-2 植生模型 B 

写真-3 植生模型 C 
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い、1 点 60s 間で流下方向および鉛直方向の 2 成分を点計測した。これを模型 A～C の 3

種類、水深を 12cm、9cmの 2種類、計 6ケースの実験を行った。さらに幹部より下を流れ

る水深 4cmの実験も 1ケース行った。実験条件は表-1に示す。 

 

3、 実験結果および考察 

 

 

図-4 は各ケースの流速分布である。樹冠抵抗の大きい A において、流速差が大きく、幹

部に流れが集中して速くなっていることがわかる。抵抗の小さい B、Cでは流速差は小さく、

境界付近でピークが見える。したがって幹部と樹冠部の抵抗差が小さければ流れは境界部

で最も速くなることがわかる。 

一方、図-5 はレイノルズ応力分布であるが、幹部の下を流れる D-1 での水面付近でピー

クが見られる。これは幹部の抵抗により水面変動が生じ、それが影響していると考えられ

る。今後は水深変化の実験も行い、流れ場への影響を検証していきたい。 

総括は発表当日に報告したい。 

 

図-5 レイノルズ応力分布 図-4 流速分布 

表-1 実験条件 
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